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モロッコで日本料理を指導

本の寄贈に対し感謝状を贈呈

作文コンクールで最優秀賞

　桶川市健康づくり市民会議主催による落語講座「真
打登場！春風亭柳橋の一笑健康」が行われました。
柳橋師匠によると「笑いは、免疫力を高める」との
こと。会場は１時間以上「笑い」に包まれました。

（12月13日　さいたま文学館）

　J
ジ ャ イ カ
ICAの青年海外協力隊としてモロッコ王国に派

遣される市内在住の長友郁美さんが、市長を表敬
訪問しました。
　中学校で家庭科を教えていた長友さん。現地では、
専門学校で日本料理の調理指導を行うとのことで
す。「日本料理を通して、日本とモロッコのかけは
しになれれば」と抱負を語りました。　（12月17日）

　第48回「県民の日記念作文コンクール」（県主催）で、
最上位にあたる最優秀賞を受賞した田中琥大朗くん

（東小学校５年生）が市長を表敬訪問しました。
　この作文コンクールは「県民の日」の制定を記念し、
昭和46年から続いているものです。未来の埼玉をつく
る子どもたちに郷土の魅力を見つめ直してもらうこと
を目的に開催されています。
　「伝統をつぐ －桶川ぎおん祭－」と題した田中くんの
作品は、自身が参加した「お囃子の練習」を通して、
伝統を継承してい
くことの意味につ
いて、いきいきと
した表現で綴られ
ています。
　最優秀賞を受賞
したことについて、
田中くんは「お囃
子を教えてくれた
皆さんに感謝した
い」と感想を述べ
ました。

　（12月20日）

　公立保育所に絵本を寄贈していただいた株
式会社トーハン従業員組合桶川支部様に対し、
感謝状を贈呈しました。
　贈呈式では、北保育所の児童11人が代表
して絵本を受け取りました。
　絵本の寄贈は、平成23年度から毎年続い
ています。

（12月20日）

　市内在住の竹村銀郎さんが埼玉県チームとして出
場した「ねんりんピック富山2018」の弓道交流大
会で優勝を果たしました。
　同大会で埼玉県チームが優勝するのは初めてとの
ことです。 （11月３～５日　富山県射水市大島弓道場）

健康１番！わくわくセミナー
特別公開講座を開催

「シニアの祭典」で全国優勝
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（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

祈
り
た
き
色
と
な
り
け
り
冬
紅
葉　
　
　
　
　

坂
田　
　
　

小
宮
山
勝

　

毛
呂
山
の
流
鏑
馬
神
事
の
秋
や
秋　
　
　
　
　

末
広　
　
　

野
原　

清

　

冬
晴
れ
や
古
郷
の
山
泰
然
と　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　

清
水
幸
子

　

か
ら
か
ら
と
天
日
に
拡
ぐ
落
花
生　
　
　
　
　

坂
田　
　
　

山
口
宏
子

　

下
校
の
子
九
九
唱
え
ゆ
く
小
六
月　
　
　
　
　

下
日
出
谷　

山
下
恭
子

　

風
邪
引
の
家
と
な
り
け
り
粥
三
度　
　
　
　
　

加
納　
　
　

荻
原
義
久

　

ミ
カ
ン
の
皮
干
す
間
も
お
か
ず
雨
と
な
る　
　

泉　
　
　
　

小
柏
キ
ヨ

　

不
器
用
も
酒
が
味
方
よ
老
の
春　
　
　
　
　
　

若
宮　
　
　

小
澤
水
明

　

黒
も
じ
と
香
る
懐
紙
の
栗
鹿
の
子　
　
　
　
　

鴨
川　
　
　

春
日
千
代
子

　

こ
ま
切
れ
の
時
間
や
り
く
り
冬
仕
度　
　
　
　

泉　
　
　
　

山
崎
洋
子

　

学
童
の
帰
り
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
笑
顔
絶
や
さ
ず
北
風
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田　
　
　

藤
波
五
郎

　

撫
子
の
詩
に
読
ま
れ
し
富
弘
の
母
の
愛
知
る
秋
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
宮　
　
　

中
坂
紘
子

　

存
え
て
里
よ
り
届
く
旬
の
林
檎
甘
き
香
り
を
し
み
じ
み
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　
　
　
　

外
山
ナ
ミ

　

秋
の
野
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
色
乱
る
色
な
き
風
の
声
を
聞
き
つ
つ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
宮　
　
　

岩
田
哲
明

　

紅
葉
狩
り
眼
下
に
見
降
す
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
錦
織
り
な
す
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
川　
　
　

春
日
千
代
子

　

父
母
と
畑
仕
事
終
え
リ
ヤ
カ
ー
で
夕
焼
け
の
中
帰
っ
た
遠
い
日
よ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　

岸　

仲
夫

　

独
り
入
る
炬
燵
に
か
っ
て
団
欒
の
声
が
溢
れ
し
昔
の
あ
り
き　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　
　

田
中
美
智
子

応募要領
建�

①
作
品（
俳
句
は
１
人
３
句
、短
歌
は
１
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所　
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）　
④
電
話
番
号　
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
E
メ
ー

ル
】で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

建
発
　
表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
７
首
を
応
募
順
に
掲
載

建
締
切
り
…
2
月
15
日
㈮
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
４
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

2

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」
のあて先

〒363-8501 桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」
               または「おけがわ文芸」コーナー
Eメールhisho@city.okegawa.lg.jp

こちらからも
投稿できます

▲

　　　　　     の子どもの写真（3歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと写って
いるもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年月日③保護者名
④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50字程度）を明記し、【郵送】【直接】または【Eメール】で
お送りください。（２月１5日㈮消印有効）※応募者多数の場合は抽選となります。※過去に掲載され
たお子さんのご応募は、ご遠慮ください。

４月生まれ

大川原　響
きょうじゅ

珠ちゃん 〈川田谷〉

須田　日
ひ な こ

奈子ちゃん 〈東〉

池田　朝
あ さ ひ

陽ちゃん 〈上日出谷〉

初田　咲
えみ

ちゃん 〈北〉

平方　碧
あ づ き

月ちゃん 〈末広〉

田島　優
ゆ う な

奈ちゃん 〈末広〉

１歳のお誕生日おめでとう！可愛い笑顔
をいつもありがとう♡元気にまっすぐに
大きくなってね！

２歳のお誕生日おめでとう～♪音楽に合
わせてふりふりとダンスする可愛い姿に
パパとママはいつもメロメロ♡日奈子だ
～いすき♡

２歳のお誕生日おめでとう♪元気いっぱ
い甘えん坊のあーくん☆これからもたく
さんの表情を見せてね♥

２歳の誕生日おめでとう。これからも咲の
笑顔で周りを笑顔にしてね。パパとママの
ところに生まれてきてくれてありがとう。

３歳のお誕生日おめでとう♪泣き虫で甘
えん坊のあづが大好きです！！これから
もすくすく元気に育ってね♡

泣き顔も可愛い優奈☆お兄ちゃんと遊ぶ
のが大好きな優奈☆３歳の誕生日おめで
とう♪大好きだよ♥

文
化
財
を
訪
ね
て
　
―
見
て
あ
る
記
―

こ
れ
ら
を
、
そ
の
意
味
や
価
値
を
損
な
う
こ
と

な
く
保
存
活
用
し
、
次
世
代
へ
引
き
渡
し
て
い

く
こ
と
が
、
文
化
財
保
護
の
仕
事
で
す
。
今
回

は
、
桶
川
市
の
文
化
財
保
護
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
持
つ
桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
審
議
会
の
委
員
は
教
育
委
員
会
が
委

嘱
し
た
７
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
各
分
野
に
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
学

術
経
験
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
、
市
の
文
化
財
保

護
行
政
へ
の
指
導
、
助
言
や
、
文
化
財
の
調
査
、

文
化
財
指
定
に
お
け
る
審
議
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

文
化
財
の
調
査
は
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要

な
う
え
、
文
献
調
査
や
実
地
調
査
な
ど
の
地
道

な
作
業
が
多
く
、
審
議
に
必
要
な
調
査
報
告
書

を
ま
と
め
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
当
然
、
外
部
の
有
識
者
の
意
見
や
協
力
を

求
め
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
広
い
人
脈
や
情
報

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
共
有
の

財
産
と
し
て
「
指
定
文
化
財
」
と
す
る
か
に
つ

い
て
も
慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
文
化
財
を
調
査
、
審

議
し
、
指
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
な
の
が

現
実
で
す
。

　

最
近
で
は
、
平
成
27
年
２
月
に
木
造
十
一
面

　　

わ
た
し
た
ち
の
住
む
桶
川
に
は
、
人
々
の
長

い
歴
史
の
中
で
残
さ
れ
た
歴
史
的
遺
産
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
人
々
の
生
活
、
行
事
、
信
仰
、

芸
能
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
道
具
、
美
術
工
芸

品
、
古
文
書
、
建
造
物
、
遺
跡
、
植
物
な
ど
、

実
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
歴
史
上
の
財
産
、
つ
ま
り
「
文
化
財
」

で
す
。

　

現
在
桶
川
に
は
、
国
指
定
、
県
指
定
、
市
指

定
、
合
わ
せ
て
60
件
の
指
定
文
化
財
と
３
件
の

国
登
録
文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、
市
内
に
は
ま

だ
こ
の
何
倍
も
の
数
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

観
音
立
像
が
、
平
成
28
年
２
月
に
旧
熊
谷
陸
軍

飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
建
物
が
指
定
文
化
財
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
１
件
の
仏
像
に
つ
い

て
調
査
と
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
地
道
で
詳
細
な
調
査
や
審
議
が
、
貴
重

な
文
化
財
の
保
護
と
保
存
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
ち
に
残
さ
れ
た
文
化
財
は
、
そ
の
ま
ち
が

成
り
立
っ
て
き
た
歴
史
や
独
自
性
を
物
語
る
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。「
温
故
知
新
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に

は
、
古
い
も
の
を
大
切
に
し
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
新
し
い
考
え
や
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
身
の

回
り
や
地
域
に
あ
る
古
い
も
の
で
、
少
し
で
も

興
味
あ
る
も
の
や
、
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
教
育
委
員
会
へ
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
文
化
財
の
保
護
は
、
所
有
者
や
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
一
つ
で
も
多
く
の
文
化
財
が
残
さ

れ
、
大
切
に
保
存
活

用
し
な
が
ら
未
来
へ

引
き
渡
し
て
い
け
る

よ
う
、
今
後
も
文
化

財
保
護
と
文
化
財
保

護
審
議
会
の
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
詳
し
く
は 至
生
涯
学
習
文
化
財
課
☎
７８８
―
４
９
７
１

文
化
財
の
保
護
と
文
化
財
保
護

審
議
会
の
活
動

仏像の構造および内面の調査の様子

調査では詳細な写真撮影も行う

【ミミズク土偶、パリから帰国】
　「ジャポニスム2018」の一環として、フランス・パリの日本文
化会館において開催されていた「縄文－日本における美の誕生」
展が12月8日㈯に閉会し、当市から出展していた「ミミズク土偶」
が市に返却されました。パリの展覧会においては、会期中に約
15 , 000 人もの来場者があり、日本文化や土偶の魅力をアピール
することができました。現在は、桶川市歴史民俗資料館にて収
蔵・展示されています。

©Hiroyuki Sawada   写真提供：国際交流基金
「ジャポニスム2018」： 日仏友好160年を記念した複合

型文化芸術イベント
「縄文ー日本における美 の誕生」展：国際交流基金・

東京国立博物館・文化庁主催
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「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎788－4901へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。
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■
油
絵
制
作『
油
絵
サ
ー
ク
ル「
彩
桜
会
」』

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
９
時
～
11
時
30
分
、

他
に
年
２
回
郊
外
写
生
会
有
／
加
納
公
民

館
／
15
人
／
入
会
金
な
し
、
月
額
３
千
円

／
描
き
た
い
対
象
を
自
由
に
描
け
ま
す
。

講
師
の
岡
野
菊
市
先
生
が
懇
切
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
ま
す
の
で
初
め
て
の
方
大
歓
迎

／
柳
☎
090
―
２
５
２
５
―
５
４
８
６

■
書
道
『
書
道
の
青
墨
会
』

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
９
時
30
分
～
11
時

30
分
／
東
公
民
館
／
３
人
／
入
会
金
な

し
、
月
額
２
千
円
／
書
道
を
通
し
て
「
健

康
」「
お
友
達
」
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
大
歓
迎
。
見
学
自
由
。
「
な
ご
や

か
な
」
サ
ー
ク
ル
で
す
／
中
林
☎
090
―
４

７
３
４
―
５
２
６
３
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル

可
）

■
社
交
ダ
ン
ス
『
す
ず
ら
ん
』

毎
週
金
曜
日
13
時
～
15
時
／
勤
労
福
祉
会

館
／
入
会
金
２
千
円
、
月
額
２
千
円
／
健

康
維
持
に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

男
性
の
方
歓
迎
／
亀
井
☎
773
―
５
８
０
３

■
水
彩
画
『
水
彩
く
ら
ぶ
パ
レ
ッ
ト
』

原
則
第
１
・
３
木
曜
日
９
時
30
分
～
12
時

／
月
額
１
，
５
０
０
円
／
講
師
の
女
性
の

先
生
は
、
長
年
欧
州
で
絵
の
勉
強
を
さ

れ
、
現
在
幅
広
く
絵
を
教
え
て
お
ら
れ
、

い
つ
も
目
か
ら
鱗
。
絵
を
始
め
た
い
方
、

又
、
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
ま
ず
は
見
学

を
／
岩
﨑
☎
090
―
７
２
２
０
―
４
８
６
１

■
心
の
歌
・
抒
情
歌
を
一
緒
に
唄
い
ま

し
ょ
う
『
抒
情
歌
を
唄
う
会
・
風
月
花
』

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
10
時
～
11
時
45
分

／
市
民
ホ
ー
ル
練
習
室
１
／
男
女
５
人
／

入
会
金
千
円
、
月
額
３
，
５
０
０
円
／
二

期
会
・
オ
ペ
ラ
歌
手
・
佐
藤
元
子
先
生
の

基
、
発
声
の
指
導
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
で

歌
い
ま
す
／
黒
河
☎
786
―
７
１
６
２

■
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
募
集
『
Ｏ
Ｐ
Ｗ
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』

月
３
回
日
曜
日
13
時
～
17
時
／
市
内
の
公

民
館
／
月
額
500
円
／
楽
器
演
奏
3
年
以
上

の
経
験
者
／
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
、
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

ジ
ャ
ズ
演
奏
や
り
ま
し
ょ
う
／
佐
藤
☎
090

―
２
５
２
５
―
８
４
７
６

■
「
み
ん
な
の
学
校　

さ
い
た
ま
祭
り
」

の
お
手
伝
い
募
集
‼
『「
み
ん
な
の
学
校
」

さ
い
た
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

３
月
28
日
㈭
に
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
る
「
み
ん
な
の
学
校
さ
い
た
ま
祭
り　

木
村
先
生
ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」

の
お
手
伝
い
を
募
集
し
ま
す
。
子
育
て
マ

マ
や
障
害
が
あ
る
方
が
ス
タ
ッ
フ
に
多
い

の
で
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
頂
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
（
随
時
お
電
話
に
て
受
付
し

ま
す
。）／
加
藤
☎
070
―
６
６
７
０
―
３
３

７
９
／
772
―
４
３
２
１

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

『
桶
川
青
年
会
議
所
』

２
月
10
日
㈰
10
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～

16
時
／
ベ
ニ
バ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
１
階
／
選
べ

る
粗
品
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
／
山
本
（
担
当
）
☎
786
―
０
９
０
３

■
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
『
桶
川
寄
席

り
ん
ど
う
』

２
月
17
日
㈰
14
時
開
演
／
桶
川
集
会
所

（
ユ
ニ
テ
ィ
）／
70
人
／
無
料
（
賛
助
会
員

500
円
）
／
皆
で
笑
っ
て
免
疫
力
を
ア
ッ
プ

／
木
村
☎
090
―
４
４
２
３
―
２
８
３
９

■
あ
な
た
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
楽

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
‼
『
桶
川

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
』（
未
経

験
者
大
歓
迎
）

２
月
23
日
㈯
講
義
→
９
時
～
９
時
45
分

（
加
納
北
部
集
会
所
）、
実
技
→
10
時
～
12

時
頃
（
後
谷
公
園
）
※
雨
天
の
場
合
は
講

義
の
み
実
施
／
20
人
／
会
費
は
無
料
／
事

前
に
申
し
込
み
を
（
申
込
受
付
は
２
月
10

日
ま
で
）。
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す

／
近
藤
☎
774
―
０
６
６
６

■
不
登
校
・
発
達
障
害
な
ど
で
お
悩
み
の

方
の
お
茶
会
『
な
な
い
ろ
・
み
ら
い
～
自

分
ら
し
く
生
き
た
い
子
ど
も
・
親
・
先
生

を
支
え
る
会
～
』

２
月
25
日
㈪
13
時
～
16
時
開
放
／
駅
前
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／
無
料
／
年
度
末
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
不
安
な
こ
と
、
同
じ

立
場
の
人
同
士
で
ホ
ッ
と
話
し
た
り
、
相

談
し
ま
せ
ん
か
？
／
加
藤
☎
070
―
６
６
７

０
―
３
３
７
９
／
772
―
４
３
２
１

■
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語
入
門

講
座
『
国
際
文
化
交
流
協
会
』

２
月
26
日
～
４
月
16
日
の
毎
週
火
曜
日
18

時
～
19
時
／
市
民
ホ
ー
ル
・
さ
い
た
ま
文

学
館
／
先
着
15
人
／
全
８
回
４
千
円
／
見

て
聞
い
て
話
す
。
外
国
人
講
師
と
楽
し
く

学
習
し
ま
し
ょ
う
／
国
際
文
化
交
流
協
会

☎
090
―
６
４
８
９
―
２
８
０
３
（
平
日
10

時
～
17
時
）

■
体
験
会
『
下
日
出
谷
子
ど
も
会
』

３
月
２
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
13

時
15
分
～
受
付
）
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

柔
道
場
／
先
着
10
人
／
無
料
／
入
会
希

望
・
検
討
中
で
、
下
日
出
谷
・
上
日
出

谷
（
西
小
学
区
）
在
住
の
年
長
～
小
学

生
／
６
年
生
を
送
る
会
☆
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
や
パ
ン
食
競
争
等
の
レ
ク
を
行
い
ま

す
。
要
事
前
申
込
。
（
お
土
産
あ
り
。
２

月
末
日
締
切
）
／
下
日
出
谷
子
ど
も
会

shimohideyakodomokai@yahoo.co.jp

募
集
し
ま
す

■
ガ
イ
ド
付
「
文
化
観
光
ウ
ォ
ー
ク
」
で

健
康
と
仲
間
作
り
『
べ
に
花
建
歩
会
』

３
月
30
日
㈯
～
年
間
10
回
（
バ
ス
金
曜
日

２
回
、
土
曜
日
１
回
、
木
・
金
曜
日
１
回
、

電
車
土
曜
日
６
回
）
電
車
利
用
：
午
前
中

（
午
後
自
由
解
散
）
バ
ス
利
用
（
７
時
～

18
時
頃
）
本
年
度
は
15
周
年
記
念
で
木
・

金
曜
日
の
１
泊
バ
ス
ウ
ォ
ー
ク
実
施
予
定

／
関
東
・
甲
信
静
各
地
の
主
要
観
光
地
や

隠
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
／
先
着
20

人
／
年
額
個
人
３
千
円
、
家
族
（
２
人
）

５
千
円
／
新
規
加
入
75
歳
以
下
／
平
成
15

年
10
月
発
足
、
会
員
：
約
80
人
。
お
試
し

参
加
歓
迎
／
小
林
☎
080
―
２
０
４
８
―
４

５
１
１

■
切
り
絵
『
桶
川
切
り
絵
を
楽
し
む
会
』

毎
月
第
１
水
曜
日
９
時
30
分
～
11
時
30
分

／
加
納
公
民
館
／
５
人
／
入
会
金
な
し
、

月
額
千
円
／
仲
良
く
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で

す
／
岩
本
☎
787
―
５
３
１
８

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ『
桶
川
友
和
会
』

毎
週
木
曜
日
、
第
１
・
３
火
曜
日
８
時
30

分
～
11
時
／
朝
日
中
央
公
園
／
10
人
／
入

会
金
な
し
、
年
額
２
千
円
／
桶
川
在
住
の

方
／
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
／
岩
本
☎

787
―
５
３
１
８

■
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
『
21
太
極
拳
サ
ー
ク

ル
』

毎
週
水
曜
日
10
時
～
11
時
30
分
／
東
公
民

館
／
月
額
千
円
／
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
で

お
な
じ
み
の
太
極
拳
で
す
。
健
康
増
進
・

維
持
の
た
め
検
討
中
の
方
、
ぜ
ひ
見
学
・

体
験
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
中
／
篠
原

☎
090
―
８
５
０
７
―
６
７
７
３

４月号の締め切りは、2月8日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
し
ま
す

4月号の締め切りは、2月8日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

■
語
学
学
習
『
楽
楽
中
国
語
』

月
３
～
４
回
木
曜
日
、
中
級
13
時
～
15
時

（
変
更
有
）、
初
級
14
時
～
15
時
／
響
の
森

／
初
級
、
中
級
共
に
数
名
／
中
級
月
額

３
，
６
０
０
円
、
初
級
月
額
３
千
円
※
入

会
金
な
し
／
初
級
の
方
、
大
歓
迎
。
見
学

し
て
下
さ
い
。
中
級
の
方
、
最
近
の
中
国

事
情
と
言
葉
の
勉
強
／
中
村
☎
080
―
５
４

６
４
―
６
３
３
７

■
図
書
費
１
０
，
０
０
０
円
を
支
援
し
ま

す
『
ふ
れ
あ
い
育
成
救
援
基
金
（
愛
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
募
金
）』

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日
現
在
、
高
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

で
あ
り
、
父
、
母
又
は
両
親
が
死
亡
し
て

い
る
遺
児
の
皆
さ
ん
（
高
校
に
い
っ
て
い

な
く
て
も
そ
の
年
齢
の
該
当
者
）
※
公
務

員
の
職
に
あ
る
も
の
が
扶
養
し
て
い
る
遺

児
は
除
く
／
ふ
れ
あ
い
育
成
救
援
基
金
・

渡
辺
☎
786
―
０
６
９
６
／
090
―
３
０
０
２

―
９
５
２
２

■
囲
碁
『
碁
友
会
』

毎
週
土
曜
日
９
時
～
12
時
／
加
納
公
民
館

／
入
会
金
千
円
、
月
額
500
円
／
囲
碁
に
興

味
を
も
っ
て
い
る
方
お
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
下
さ
い
／
長
谷
川
☎
728
―
３
７
６
７

■
新
舞
踊
の
練
習
『
桃
珠
会
』

毎
週
木
曜
日
13
時
～
17
時
／
桶
川
公
民
館

／
６
人
／
月
額
４
千
円
（
見
学
無
料
）
／

お
子
様
歓
迎
／
講
師　

楳う
め
若わ

か

勧か
ん

保ほ

。
男
振

り
、
天
竜
な
が
し
、
福
田
こ
う
べ
／
髙た

か
嶺ね

☎
090
―
３
０
６
２
―
３
５
９
３

･･････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････

～おけがわ文芸～
年間賞優秀作品

昨年一年間に掲載した作品の中から
優秀作品が選ばれました。

（敬称略）
【
最
優
秀
賞
】

　
　

風
鈴
に
寄
り
添
ふ
風
の
雲
隠
れ　
　
　
　
　
　

	
	

　
　
　
　

		

泉　
　

山
中
晧
次

【
優
秀
賞
】

　
　

青
ば
っ
た
野
の
明
る
さ
に
見
失
ふ　
　
　
　
　

																															

坂
田			

小
薬
和
子

【
優
秀
賞
】

　
　

お
じ
ぎ
し
て
又
お
じ
ぎ
し
て
蟻
の
列　
　
　
　

																															

泉						

柴
田
靖
子

【
最
優
秀
賞
】

　
　

父
さ
ん
の
つ
く
る
冷
や
汁
最
髙
と
子
ら
が
集
ま
る
夏
の
た
の
し
み　
　
　

西　
　

岸　

仲
夫

【
優
秀
賞
】

　
　

好
き
な
色
な
か
な
か
出
な
い
歯
痒
さ
は
我
が
人
生
と
缶
入
り
ド
ロ
ッ
プ　

坂
田　

小
林
茂
之

【
優
秀
賞
】

　
　

視
野
狭
く
な
り
た
る
我
の
掌
の
中
に
ハ
イ
ネ
の
誌
集
少
し
重
た
し　
　
　

東　
　

豊
田
鈴
子


